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九州大学ＣＥＯクラブ概要

【役割】
ＣＥＯクラブの具体的な運営等
に関する意見交換

【構成】
①会員及び名誉会員 数名
②九大総長・理事 数名

【構 成】 会 員：九大出身の企業ＣＥＯ
名誉会員：九大出身の元企業ＣＥＯ

※会員、名誉会員のいずれも個人として参加
※企業：原則従業員数１０名以上で創業３年以上

【会 長】 ２名（学内会長：九大総長 及び 会員会長）
【副会長】 会長の補佐を行う

会員である運営委員会委員から会長が指名

【総 会】 ①福岡・東京において交互に開催
②年２回開催

【会 費】 ・年会費３万円／年
・総会参加費１万円／回×２回

事務局 ： 総務部同窓生・基金課

【クラブ設立当初の動向】
１．平成30年2月16日九州大学ＣＥＯクラブを開催（案内196名⇒出席35名）
２．ＣＥＯクラブ終了後、アンケート調査を実施（照会195名⇒回答49名）
３．平成30年5月21日同クラブ運営委員会を開催し、意見交換のうえ、

上記の「設立趣旨」、「運営組織等」、「効果」を確認
４．平成30年10月4日同クラブ運営委員会を開催し、会員制組織化に向け

「会則案」、「活動内容」、「会費」について審議し
５．ＣＥＯクラブ加入案内（案内約800名⇒会員登録者79名（うち創業者33名）
６．ＣＥＯクラブ総会、懇親会開催 平成31年2月22日 参加者48名

設立趣旨

１．九州大学ＣＥＯクラブは、九州大学の同窓生で企業のＣＥＯとして活躍されている方のネットワーク拡大・強化に寄与する
組織として、また、ＣＥＯクラブ会員による九州大学の支援組織として設立する。

２．ＣＥＯクラブと九州大学は、九州大学の教育研究活動の活性化、創業支援、学生の就職支援等に資する事業を実施し、
当該事業を通じ、九州大学のみならずＣＥＯクラブ会員の企業の発展に繋げるため、双方で連携・協力する。

運営組織等

連携・協力によるメリット（例）

共 通

◆ＣＥＯクラブ会員のネットワークの拡大
◆大学の教育研究活動の取組みや企業（業界）の
動向についての最新情報の取得

ＣＥＯクラブ

会員

◆学内企業説明会等への参加によるリクルート
◆大学の研究シーズを基とした技術開発、共同研究
等の機会拡大

九州大学

◆教育研究への理解促進
◆企業が求める人材像の把握、キャリア教育の充実
◆就職先企業の拡大
◆企業ニーズを基とした共同研究等の機会拡大
◆学生や教職員の創業促進、大学の研究成果の
事業化促進

効 果
ＣＥＯクラブ

ＣＥＯクラブ 運営委員会 世話人会

【役割】
ＣＥＯクラブの事業運営の
企画・調整・実施等を行う

【構成】
①幹事
②世話人
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